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Ｓａｎｔｅ！実行委員会、独立行政法人環境再生保全機構
読売新聞東京本社、読売中高生新聞
環境省地方環境パートナーシップオフィス（EPO）、
地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）、
ESD活動支援センター、全国大学生環境活動コンテスト実行委員会
株式会社タニタ、キリンホールディングス株式会社、
協栄産業株式会社、SGホールディングス株式会社

2020年1月11日、関東地方の８高校、2大学のＳＤＧｓに積極的に取り組んでいる活動グループが大手町の読売新聞
に集まり、「ヘルシー郷土料理で健康まちおこし」をテーマに学び、語り合いました。
当日は、話題の「タニタ食堂」のお弁当を食べながら、和やかに自己紹介から始まりました。
基調講演では、読売新聞より「食とSDGs」と題して、食品ロスの現状と今後の取り組みについて学び、株式会社タニタよ
り、「郷土料理コンテスト（Sante！）」の取り組みや健康レシピについて学びました。

「食と SDGs」：食品ロスは、ひとりひとりの気づきから！
読売新聞生活部編集委員の伊藤剛寛さんより、食品ロスとSDGｓの深いかかわりを中心に生活者の目線でお話を頂
きました。最近の身近な取り組みとして、クリスマスケーキやおせち料理、恵方巻の予約制による食品ロスの削減。
日常生活でも、食品の買いすぎ、作りすぎ、食べきる工夫など、ちょっとした思考で食品ロスに貢献できると問いかけ
ていました。
また、食品を廃棄するための車での運搬、焼却する際のCO2の排出の環境問題や自治体の廃棄処理費＝税金の上昇
など、さまざまな問題に関連していると食品ロスの重要性を説明していました。
日本の取り組みとして、2019年に「食品ロス」削減法の成立（食品ロス削減の推進を「国民運動」と位置づけ、事業者
や消費者に努力を求める/毎年１０月を食品ロス削減月間に指定 等）の説明や2019年のＧ２０大阪サミット「大阪首脳
宣言」（食料の損失・廃棄の削減を含め、流通を効率的に行う必要）など、今後の取り組みについての説明もあり、有意
義な講演となりました。

伊藤剛寛さん　読売新聞生活部編集委員基 調講演 ●１

ワークショップ

栃木県立栃木農業高等学校
生徒会・農業クラブ・家庭クラブ・ユネスコスクール推進委員会

「蝶の羽ばたきから、大きな風を」
私たちは「バタフライエフェクト」という言葉
を、活動方針にしています。以前チョウの羽
ばたきから起こる小さな小さな風がたつま
きをつくると聞いたことがあり、今私たちが
行っていることも少しずつ広げていき、世
界を救うような活動にしていけるよう努力
いたします。

タニタ食堂のお弁当を
食べながらスタート

研修後に生徒たちで記念撮影

読売新聞　伊藤剛寛さん

「ヘルシー郷土料理で健康まちおこし」：ご当地タニタごはんコンテストをとおして！
株式会社タニタ ブランディング推進部に所属し管理栄養士でもある荻野菜々子さんより、「ご当地タニタごはんコ
ンテスト」についてお話して頂きました。このコンテストは「タニタが考える健康的な食事の目安で郷土料理を現代版
にアレンジ」が題材で、毎年10月に食と健康の祭典・Sante！の中で全国大会を開催しグランプリを決定します。
キーワードでもある郷土料理は和食の代表であり、タニタ食堂の定食も和食の1汁3菜になっていること、タニタの
考える健康的な食事のルールをもとにレシピを考えるため、考案者や食べる側の食育につながること、郷土料理は地
元の食材を豊富に使用しているため、地産地消につながると説明がありました。
また、和食文化は日本が世界に誇る健康食であり、地域を盛り上げるために特産品、郷土料理のメニューを提供する
ことは作り手側の働く意欲、働きがいにもつながるとお話があり、食べること、健康でいることの大切さを身近に感じ
る講演となりました。

荻野菜々子さん　株式会社タニタ ブランディング推進部（管理栄養士）基 調講演 ●２

タニタ　荻野菜々子さん

「2030 年に向かってユース世代が取り組む
 　　　　　　　　地域の SDGs アクション！ 」
今回のワークショップでは、『今の自分たちの活動』 について、高校、大学と学校単位の席から移動し、他校と入り混
じっての意見交換が行われました。
最初のテーマは、「実力や質の向上」です。自分たちの活動は、どんな人たちが共感してくれているか？弱点はどこ
か？克服はできるか？と、かなりシビアなテーマですが、大学生が引き出し役となり、積極的な議論が始まりました。
続いてのテーマは、「次の展開」。今後、何を進めたいか？今の活動を大きくするには、誰とどのように連携したらいい
か？最後のテーマは、「後輩への継承」です。今の活動は持続可能か？後輩の募集、継承は？
自分たちの活動を振り返り、今後を語り合う。みなさん、同じ課題と同じ時間を共有し有意義な意見交換になりました。
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ユースSDGsフォーラム in 読売新聞東京本社
～ ヘルシー郷土料理で健康まちおこし！～

〈主催 ： Sante！実行委員会、独立行政法人環境再生保全機構〉

開催日） 2020年１月11日　会場） 読売新聞東京本社

関東地方の高校生・大学生が読売新聞で、
「食」と「SDGs」について学び、交流しました！

ワークショップで意見交流

栃木県立栃木農業高等学校　栃木県立那須拓陽高等学校　千葉県立津田沼高等学校　神田女学園高等学校
昭和女子大学附属昭和高等学校　正則学園高等学校　東京都立国際高等学校　法政大学国際高等学校
千葉大学　東京都市大学

参加校

栃木県立那須拓陽高等学校
「オシャラクブナの里」創造計画
オシャラクブナを那須地域で復活させ環境保全型農業を広めます！！
もともと国の天然記念物だったオシャラク
ブナ（ミヤコタナゴの方言）をもう一度復活
させたいからです。
先輩から受け継いだものを後輩にも伝えて
いきたいです。

千葉県立津田沼高等学校
理科部生物班

「海洋ごみや富栄養化を含む、人の生活による海洋汚染を防止し、削減する！」
谷津干潟自然観察センターの方々と連携
し、環境省主催の清掃イベントへ参加する
などして、除去活動を行い、再生繊維や食
品として活用できないか、研究している。ま
た、アオサやホンビノスガイの大量発生に
よって、他の生物に影響が出ていないか調
査している。

神田女学園高等学校
地球市民

「神田女学園高等学校周辺の地域交流を盛んにするために公園でイ
ベントを開催」
今考えているイベント
　・トイレの外装を子どもたちに。
　・チューリップの球根を植える。

昭和女子大学附属昭和高等学校

難民の子供たちの貧困問題を解決するた
め、近隣の地域に限らず、全国で服の回収
を行えるよう努力します。

正則学園高等学校
正則学園高等学校SDGsグループ

「校内でのSDGｓの認知度を広めるために発表の場を数多く作りま
す。 」
校内でもSDGsを知っている人が多くない
ので知ってもらうために、発表の場を数多く
作っていきたいです。

東京都立国際高等学校
For

「ファストファッションに関わる労働状況や環境汚染の改善に向けて
エシカル消費を推奨し、発信し続けます。 」
私たちはファストファッションの生産状況を知
り衝撃を受けたので、より多くの人にこの事実
を知ってもらう。またこの状況を改善するため
にエシカル消費を広める。どのように行動す
れば良いのかわからない人の為にも私たち
が具体的なエシカル消費の行動を提示する。

法政大学国際高等学校
エコ・アクション・プロジェクトチーム
私たちは今比較的安全で安心なまずまず豊かな暮らしの中にいます。でも実
は私たちの生活は危険と隣り合わせです。豊
かだと思っているものも、ある一面の一部のも
のでしかないことを私たちは知っています。
私たちはそれらを達成・克服するために活動し
ています。この活動を広めるために文化祭な
どの学校行事でプレゼンテーションなどを行
い学内の意識改革をはかりたいと思います。

千葉大学
環境ISO学生委員会

「千葉大学から全国の環境への意識を高めるためにキャンパス内
の環境啓発活動を強化し、外へ広げて
いきます。 」
ISOだけでなく、新しくSDGsなどの考えを
取り入れながら今やっている活動を継続し
て行い、時に見直しながらより良い活動を
目指していきたいと思います。

東京都市大学
RCE横浜若者連盟

「横浜をより持続可能な地域にしていくために18番目の課題を見つ
けてとりくんでいく。 」
持続可能な社会とは新たな問題を見つけ、それを
解決できる社会だと思っています。そのためには
地域を知って愛していくことが大切になってくると
考えています。ぼくたちは新たな問題を見つける
ために横浜を知れる場をつくり問題を解決できる
ような地域のネットワークをつくっていきます。

SDGs宣言 本日のフォーラムを終え、自分たちが今、SDGsの活動について感じていることを
SDGs宣言としてまとめました。
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